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議題１　自殺者実態報告

1

1-1． 自殺者数の推移（全国）
令和2年は男性が前年より微減しているが、女性は増加している。

　警察庁自殺統計原票より厚生労働省作成

1-2．自殺死亡率の推移（全国）
　　　   　　令和2年の自殺死亡率は16.7。女性の自殺死亡率上昇の影響で総数としても上昇に転じた。

　注）「自殺死亡率」とは、人口10万人当たりの自殺者数を表したもの。
警察庁自殺統計原票データ、総務省「国勢調査」及び「人口統計」より厚生労働省作成

総数

男性

女性
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1-3．年齢階級別自殺者数の推移（全国）
　　　　　　　　　　令和2年は前年と比較して、50・60歳代以外の各年齢階級で増加。特に20歳代での増加が顕著。

警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

1-4．年齢階級別自殺死亡率の推移（全国）
　　　　　　　　　　10・20歳代で大きく上昇。令和元年より10歳代は1.1、20歳代は3.0ポイント上昇。

警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

50～59歳

10～19歳

20~29歳

10~19歳



2-1．自殺者数の推移（千葉県）
　　　　　　　　　　　平成23年1,370人のピーク以降減少傾向。令和元年は男性が減少しているが、女性は横ばい。

千葉県衛生統計年報より

2-2．自殺死亡率の推移（千葉県）
　　　　　　　　　　　令和元年の自殺死亡率は16.0となり、前年より下降。近年は全国と同程度で推移。

千葉県衛生統計年報より

3



4

3-1．自殺者数の推移（市川市）

　　　　　　　　　　　　令和元年の自殺者数は68人。平成30年より、女性は減少、男性は急増。

千葉県衛生統計年報より

3-2．自殺死亡率の推移（市川市）
　　　　　　　　　　　　増減を繰り返しながら減少傾向。令和元年では全国・県の下降に対し本市は微増。
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4-1．年齢別自殺者数（市川市）
　　　　　　　　　　　 令和2年は女性の自殺者数が急増する見込みである。

厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」を基に作成

4-2．自損行為による救急搬送人員状況（市川市）
令和2年は計144人で前年より増加。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市川市消防局救急課の資料を基に作成

4-3．自損行為による年齢別搬送者数（市川市）（平成30年～令和2年）
　　　　　　　　　　　20歳代が最多。

市川市消防局救急課の資料を基に作成
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４－４． 市川市月別自殺者数（令和元年）
男性は８月、女性は７月が多い。

資料：人口動態調査死亡小票(令和元年)より作成

４－５. 市川市曜日別自殺者数（令和元年）
男性は火曜日、女性は木・金曜日に多い。

資料：人口動態調査死亡小票(令和元年)より作成

４－６． 市川市配偶関係別の自殺者数の構成割合（令和元年）
全体としては未婚の割合が多く、女性では配偶者ありが多い。

　資料：人口動態調査死亡小票(令和元年)より作成
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5-1． 全国月別自殺者数の推移（総数）
　　　　　　 令和3年上半期は、前年度同時期と比べ月平均214人の増加。

大幅に増加したが、7月には275人の減少に転じた。

厚生労働省自殺対策推進室作成

5-2． 原因・動機、年齢別自殺者数(全国）
　　　　　　 年代順では50歳代、40歳代、70歳代、20歳代の順に自殺者数が多い。

(令和3年8月暫定値)

原因・動機
自殺者
総数

総数 家庭問題 健康問題
経済・

生活問題
勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳

総数 1606 1087 252 743 218 153 54 22 92 519

20歳未満 56 33 12 18 2 2 2 11 3 23

20-29 201 127 16 53 31 29 23 11 15 74

30-39 212 136 32 71 37 40 14 0 9 76

40-49 276 182 44 110 52 38 7 0 24 94

50-59 255 170 41 104 54 35 7 0 11 85

60-69 163 114 24 98 19 4 1 0 4 49

70-79 240 176 46 159 19 5 0 0 7 64

80歳以上 201 148 37 129 4 0 0 0 19 53

不詳 2 1 0 1 0 0 0 0 0 1
（備考）「原因・動機特定者」とは、少なくとも1つの原因・動機が特定されている自殺者。
        原因・動機を3つまで計上可能としているため、総数と原因・動機別自殺者数の和は一致しない。

厚生労働省自殺対策推進室作成

(令和3年9月速報値)

(単位：人)
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5-3． 職業・男女・原因動機別自殺者数（全国）

　　　　　　男性が6割以上を占める。
(令和3年8月暫定値)

総数 家庭問題 健康問題
経済・

生活問題
勤務問題 男女問題 学校問題 その他

総数 1606 1087 252 743 218 153 54 22 92 519
男 1028 673 139 399 188 134 26 13 54 355
女 578 414 113 344 30 19 28 9 38 164

総数 89 70 15 29 35 14 2 0 6 19
男 80 63 13 26 34 14 1 0 5 17
女 9 7 2 3 1 0 1 0 1 2

総数 460 324 74 153 83 120 31 0 28 136
男 345 245 53 100 74 104 19 0 22 100
女 115 79 21 53 9 16 12 0 6 36

総数 900 686 161 558 96 19 21 22 58 214
男 496 361 72 271 79 16 6 13 27 135
女 404 325 89 287 17 3 15 9 31 79

総数 157 7 2 3 4 0 0 0 0 150
男 107 4 1 2 1 0 0 0 0 103
女 50 3 1 1 3 0 0 0 0 47

（備考）「原因・動機特定者」とは、少なくとも1つの原因・動機が特定されている自殺者。
        原因・動機を3つまで計上可能としているため、総数と原因・動機別自殺者数の和は一致しない。

厚生労働省自殺対策推進室作成

【議題１まとめ】

6-1．自殺者実態の傾向
〇全国
　千葉県

〇市川市

〇令和３年9月の速報値より

令和2年下半期から、全国・千葉県ともに自殺者数が急増
市川市でも昨年女性の自殺者数が大幅に増加している。

今後も市川市の自殺者数・自殺死亡率が増加する可能性が高い。

   　　内訳としては女性が男性のおよそ2倍と多い。

（自殺死亡率は全国と県が同程度で推移、　市川市は全国・千葉県より低い水準で推移）
　　　　　　 　年齢としては、40・20歳代で急増。

令和２年：自殺者数は増加、うち女性が急増の見込み。
　　　　　　　 総数でみると、依然男性が多い。 (R2年　暫定値)

   　　未遂者では、20歳代が最多。次いで30歳代。

無職

不詳

令和元年の自殺者数・自殺死亡率はともに減少

令和元年：自殺者数・自殺死亡率はともに横ばい。
　　　　　　 　自殺者数は、女性が減少・男性が急増。

被雇用者
・勤め人

男女
自殺者
総数

原因・動機特定者の原因・動機
不詳

自営業・
家族

従業者

職業

総数



議題２　令和３年度自殺対策事業実施状況

１

１－１．市川市こころの健康相談　総相談件数（延）

電話相談 面接相談 WEBメール相談 月合計
R2.9月（15日～30日） 0 0 6 6
10月 39 1 1 41
11月 44 3 2 49
12月 46 1 0 47
R3.1月 71 2 0 73
2月 107 1 2 110
3月 98 0 0 98
年度合計 405 8 11 424
R3.4月 108 0 0 108 倍増
5月 120 0 0 120
6月 119 0 1 120
7月 166 1 2 169
8月 159 1 0 160
9月 144 0 0 144
年度合計 816 2 3 821

相談数急増は、相談ニーズの増加と周知機会を増やしたことによるものと考えられる。

１－２．保健師によるメンタル関連の相談対応件数

Ｈ３０　 Ｒ元 Ｒ２
電話（実） 177 189 212
　　（延） 279 377 443

Ｈ３０　 Ｒ元 Ｒ２
面接（実） 31 37 27
　　（延） 44 48 33

保健師による相談対応件数も増加している。

令和2年度月平均

65件

令和3年度月平均

129件
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１－３．市川市こころの健康相談　相談内容（延）     （令和2年9月～令和3年9月まで）

相談方法 性別 うつ・不安 対人関係 家族関係 仕事 介護 疾患 恋愛
男性 223 7 21 17 10 68 1
女性 107 217 90 53 5 43 7
性別不明 0 0 0 0 0 0 0
男性 0 0 0 1 0 0 0
女性 1 3 3 0 0 1 0
男性 2 0 0 0 0 1 0
女性 0 1 0 0 0 0 0

333 228 114 71 15 113 8

相談方法 性別 性格 将来 子どものこと性のこと 生き方のことその他 計
男性 2 64 3 1 76 58 551
女性 5 11 29 2 16 74 659
性別不明 0 0 0 1 0 9 10
男性 0 0 1 0 1 0 3
女性 0 0 2 0 0 2 12
男性 0 0 0 0 0 0 3
女性 0 1 0 0 4 0 6

7 76 35 4 97 143 1244

・　相談内容としてはうつ・不安、対人関係、家族関係の順に多い。
・　相談方法としては、電話が多くを占めている。

面接

計

電話

メール

面接

計

電話

メール
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〇　ゲートキーパー研修

　　〇　令和3年度　庁内向けゲートキーパー研修　アンケート結果
　　　　　　人材育成課・新規採用職員　受講者数：72名（回収率：94.4％）

理解度や今後の活用見込み、いずれの項目に関しても
95％以上となった。

よくわ

かった
71%

大体わかった

25%

よくわから

なかった…

無回答

3%

自殺対策への理解

よくわかった
75%

大体わかった

25%

ゲートキーパーの

役割について

できる

62%

どちらかという

とできる

38%

研修を日々の業務や生活

に活用できるか

今後(今年度中)のゲートキーパー研修実施予定
・市民 … 外部講師の講話をWeb上で限定公開

（新型コロナウイルス感染症対策のため
非対面型での実施）

・庁内 … 地域支えあい課・こども家庭支援課

〇 昨年度(令和2年度)のゲートキーパー研修実施状況
・市民 … 2回(計36名)実施。新型コロナウイルス感染症の影響により人数を制限して対面型実施であった。
・庁内 … 4課(計221名/障がい者支援課・人材育成課・生活支援課・健康支援課)に対し実施。

動画視聴や資料閲覧による非対面型研修とした。
⇒ 自殺対策に対する理解が深まった人の割合は、市民・庁内ともに90％以上であった。
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２－１．R1・２年度　こころの体温計　本人モード利用者内訳(男性)

性別 年代 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2
１０代 45 36 41 24 32 22 118 98
２０代 84 44 146 50 123 46 135 65
３０代 93 118 83 93 157 80 91 76
４０代 131 79 170 97 102 74 87 64
５０代 104 95 91 39 76 35 179 53
６０代 70 38 85 32 34 21 46 18

527 410 616 335 524 278 656 374

性別 年代 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2
１０代 32 50 86 72 115 51 68 42
２０代 178 53 247 216 188 94 93 30
３０代 281 104 351 319 96 87 117 36
４０代 84 47 468 473 112 156 85 87
５０代 113 91 192 168 68 65 71 35
６０代 104 56 134 151 44 43 35 29

792 401 1,478 1,399 623 496 469 259

性別 年代 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2
１０代 22 61 41 56 90 103 82 114
２０代 89 155 85 112 139 97 146 208
３０代 105 219 128 241 185 215 162 466
４０代 124 257 92 294 232 314 216 551
５０代 60 174 104 188 206 466 118 260
６０代 38 43 46 123 87 242 79 284

438 909 496 1,014 939 1,437 803 1,883

性別 年代 R1 R2
１０代 772 729
２０代 1,653 1,170
３０代 1,849 2,054
４０代 1,903 2,493
５０代 1,382 1,669
６０代 802 1,080

8,361 9,195

４月 ５月 ６月 ７月
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男
性

合計
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２－２．R1・２年度　こころの体温計　本人モード利用者内訳

性別 年代 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2
１０代 114 51 95 29 107 53 381 157
２０代 197 137 178 76 196 86 247 103
３０代 283 162 247 180 275 189 355 191
４０代 152 214 184 155 168 142 286 204
５０代 165 103 230 91 162 87 132 79
６０代 96 56 106 62 90 58 59 32

1,007 723 1,040 593 998 615 1,460 766

性別 年代 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2
１０代 32 110 180 124 183 68 59 37
２０代 178 123 434 461 165 192 97 89
３０代 281 162 586 926 316 264 236 174
４０代 84 107 481 1,042 249 385 242 162
５０代 113 81 355 865 71 187 109 113
６０代 104 45 227 447 45 105 42 35

792 628 2,263 3,865 1,029 1,201 785 610

性別 年代 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2
１０代 135 136 108 97 123 159 136 132
２０代 119 327 133 218 325 143 248 270
３０代 113 468 214 524 469 387 342 715
４０代 277 582 158 619 521 578 369 892
５０代 176 245 126 285 223 624 216 674
６０代 84 69 50 142 118 265 97 349

904 1,827 789 1,885 1,779 2,156 1,408 3,032

性別 年代 R1 R2
１０代 1,653 1,153
２０代 2,517 2,225
３０代 3,717 4,342
４０代 3,171 5,082
５０代 2,078 3,434
６０代 1,118 1,665

14,254 17,901

４月 ５月 ６月 ７月

３月

女
性

合計
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２－３．こころの体温計  本人モード利用者　落ち込み度（うつ度）割合

レベル３ レベル４ レベル３ レベル４ レベル３ レベル４

10代 5.9% 7.3% 5.3% 10.4% 5.6% 8.9%
20代 5.7% 7.2% 5.7% 7.5% 5.7% 7.3%
30代 4.8% 5.1% 4.5% 5.3% 4.6% 5.2%
40代 5.1% 4.9% 4.4% 5.6% 4.8% 5.3%
50代 4.4% 6.7% 4.2% 7.1% 4.3% 6.9%
60代 5.4% 4.5% 5.3% 5.3% 5.4% 4.9%
10代 6.4% 9.4% 5.6% 9.9% 6.0% 9.6%
20代 6.1% 8.0% 5.2% 8.8% 5.6% 8.4%
30代 5.2% 4.7% 4.6% 5.1% 4.9% 4.9%
40代 4.8% 5.1% 5.0% 4.7% 4.9% 4.9%
50代 5.0% 4.5% 4.5% 4.7% 4.8% 4.6%
60代 6.0% 3.9% 5.3% 3.9% 5.6% 3.9%

レベル3：うつ傾向者 割合（％）で記載
レベル4：ケア対象者 ※　令和3年度は9月までの平均値

年齢が上がるにつれて、レベル3・4の割合が減っている。

女
性

本人ﾓｰﾄﾞ　　利用
者内訳

令和2年度 令和3年度(※) 平均

男
性



議題２ まとめ 

７ 

〇 こころの健康相談 

Ｒ2 年度にこころの健康相談を開始し、特に年末からは毎日の稼働とした。相談機会の拡
充に伴い、相談利用のハードルを下げるべく周知も強化した。 
こころの健康相談に関しては、ポスター掲示や Twitter や Facebook、LINE での周知を
行ったことで、徐々に相談先として認知されたことに加え、相談ニーズの高まりにより昨年度
より相談件数が増加したものと思われる。 
相談件数は開始当初と比較すると倍増している。利用数は男女で同等。相談の多い年
代として、男性は 70 代、５０代、４０代、２０代の順、女性は、３０代、４０代、５
０代、２０代の順である。全体としては 70 代の利用が最も多く、次いで 30 代、40 代、
50代となっている。 
相談内容としては、「うつや不安について」が多く、次いで「対人・家族関係」となっている。 
こころの健康相談については、９９％が電話相談である。 

 

〇 ゲートキーパー研修 

令和 2 年度でゲートキーパー研修回数を増やし、強化を図った。受講者のアンケート結果
の理解度が高く、今後の活用が期待される。働き盛り世代や若い世代も含めより多くの人
に受講していただけるよう、動画での配信や時間帯を夜間で実施する等開催方法を検討
する。 
 

〇 こころの体温計 

アクセス数の男女比は、3：7 で女性が多い。 
R2年度の年齢別では、男女ともに 40代、30代、50代の順に多かった。 
SNS でこころの健康相談とともにこころの体温計の周知も行った。こころの体温計に関して
は、周知を行った月での利用件数増加が顕著であった。 
 
 
 
 
 



議題３　令和3年度(2021年度)の中間評価について

1

〈基本施策１〉自殺対策を支える人材の育成

策定時（実績） 現状値 目標値

①ゲートキーパー研修
　（市民向け）の参加者数

事業の目標値 健康支援課 120人見込 36人
400人
（2019～2023年度
までの累計者数）

↘

②ゲートキーパーの認知度
　の向上

市民アンケート 健康支援課 3.9%
※1
16.0％

3.9％以上 ↗

③ゲートキーパー研修受講者
　 のうち「自殺対策に対する理解が
　 深まった」と回答した人の割合

ゲートキーパー研修
受講時のアンケート

健康支援課 97%(平均) 90％以上を維持 ↗

④自殺は社会的な取組で防ぐ
　 ことが出来る認識の向上

市民アンケート 健康支援課 41.7%
※1
58.3％

50％以上 ↗

⑤健康教育でこころの健康に
   ついて周知した回数

実績 健康支援課 最低6回見込 30回 年間15回以上 ↗

〈基本施策２〉市民への周知と啓発

実績（策定時） 現状値 目標値

①睡眠で休養が十分にとれている
　 人の割合

市民アンケート 健康支援課
※1
68.2％

70% ↘

②メンタルヘルスチェック
　 システム「こころの体温計」の
　 本人モードのアクセス数
　（人数・延）

年間のアクセス数 健康支援課 19,214人（見込） 27,096人 年間2万人以上 ↗

〈基本施策３〉若い世代に関する支援

実績（策定時） 現状値 目標値

①若者のための相談ガイドの
　 配布数

実績 健康支援課 22,000 部 21,273部 現状維持 ↘

②悩みごとや困ったことなどが
　  あったとき、誰かに相談する人
    の割合

市民アンケート 健康支援課 59.7%
※1
67.0％

62％以上 ↗

③市内公立小学校・中学校の
　 教員への相談カード配布数

実績 指導課 2,422 100% ↗

〈基本施策４〉生きることの促進要因への支援

実績（策定時） 現状値 目標値

①うつの心配相談に来所した
　人数（延）

事業実績 健康支援課 38人（見込）
※2
429人

年間40人 ↗

②重複・頻回受診者への保健指導
　 実施達成率

事業実績
国民健康
保険課
（健康支援課）

100% 100% →

③あんしんホットダイヤルにおける
　 メンタル・こころの相談件数

事業実績 疾病予防課 1,177件 現状維持 →

〈基本施策５〉遺された人への支援

実績（策定時） 現状値 目標値

①自死遺族相談の実施回数 事業実績 健康支援課 月1回 2回 現状維持 →

評価

２０２0年度
評価

評価

評価
２０２0年度

２０２0年度
評価

成果指標 評価方法 担当課 2018年度
（平成30年度）

2023年度２０２0年度

成果指標 評価方法 担当課 2018年度
（平成30年度）

2023年度

成果指標 評価方法 担当課 2018年度
（平成30年度）

2023年度

成果指標 評価方法 担当課
2023年度

2018年度
（平成30年度）

成果指標 評価方法 担当課 2018年度
（平成30年度）

2023年度２０２0年度



2

〈基本施策６〉地域におけるネットワークの強化

実績（策定時） 現状値 目標値

①「生きるを支える相談窓口一覧」
　配布数

実績 健康支援課 491部(見込) 519部
2,500部
（2019～2023年度
までの累計部数）

↗

②「生きるを支える相談窓口一覧」
　活用状況の確認回数

実績 健康支援課 年2回 年間2回 ↗

〈重点施策１〉壮年・中年・高齢者への自殺対策の推進

実績（策定時） 現状値 目標値

①快適睡眠講座実施後に「睡眠と
　 うつ病の関係」を理解できたか

事業アンケート 健康支援課 18.2%
よく理解できた20％
理解できた　　65％

20％以上
（2019～2023年度
までの平均回答
率）

↗

②60歳代以上の市民アンケート
　 回収率

市民アンケート 健康支援課 39.1% 45％以上

③70歳代以上のうつ病に関する
   ３つのアンケート項目について
  「知っていた」と回答した人の割合

市民アンケート 健康支援課 69.7%
※1
87.9％

82.4% ↗

〈重点施策２〉若い世代への自殺対策の推進

実績（策定時） 現状値 目標値

①相談カードの配布数 実績 健康支援課 4,500部（見込） 5,250部 年間4,500部 ↗

②若年のためのうつの心配相談
　実施件数（延）

事業目標 健康支援課 29人（見込）
※2
88人

平成30年度
実績以上

↗

③若い世代の自殺の第1位が
　自殺という認識

市民アンケート 健康支援課 21.2%
※1
43.1％

平成30年度
実績以上

↗

④市の自殺対策に関する認知度 市民アンケート 健康支援課 6.6%
※1
17.5％

10% ↗

⑤厚生労働省のＳＮＳ相談窓口の
　紹介について市のＳＮＳ等による
　周知回数

実績 健康支援課 １０回以上 年間４回以上 ↗

〈重点施策３〉障がい者への自殺対策の推進

実績（策定時） 現状値 目標値

①ゲートキーパー研修の実施回数
　（職員向け）

実績 健康支援課 １回予定 4回
10回以上
（2019～2023年度
までの累計回数）

↗

②ゲートキーパー研修
（市民向け）の参加者数

事業の目標値 健康支援課 120人（見込） 36人
400人
（2019～2023年度
までの累計者数）

↘

③精神疾患に関する相談に対応
　した数（延）※面接・電話・訪問を含む

実績 健康支援課 29件（見込） 1,064件
平成30年度
実績以上

↗

③障がい者相談支援事業
　

（相談対応、情報提供や助言、関係機関と
　の連絡調整、権利擁護のための必要な
　援助を行う）

拠点数
障がい者
支援課

3か所 3か所 3か所 →

評価

２０２0年度

２０２0年度
評価

評価成果指標 評価方法 担当課 2018年度
（平成30年度）

2023年度

成果指標 評価方法 担当課 2018年度
（平成30年度）

2023年度

成果指標 評価方法 担当課 2018年度
（平成30年度）

2023年度２０２0年度

評価成果指標 評価方法 担当課 2018年度
（平成30年度）

2023年度２０２0年度



3

〈重点施策４〉転入者への自殺対策の推進

実績（策定時） 現状値 目標値

①市川市民のテレホンガイド配布数 実績 健康支援課 18,500部（見込） 23,365部 現状維持 ↗

〈重点施策５〉妊産婦への自殺対策の推進

実績（策定時） 現状値 目標値

①相談カードの配布数 実績 健康支援課 4,500部（見込） 5,250部 年間4,500部 ↗

②母と子の相談室の実施回数 実績 健康支援課 年８回予定 8回 現状維持 →

2018年度
（平成30年度）

2023年度

成果指標 評価方法 担当課 2018年度
（平成30年度）

2023年度

※1　市民アンケートの結果をｅモニアンケートの結果に置き換え、それを現状値（2020年度）の指標とした。

※2  令和2年度9月より相談事業を委託事業に移行し「こころの健康相談」として実施

２０２0年度
評価

２０２0年度
評価成果指標 評価方法 担当課



議題３　まとめ

４

令和３年度（２０２１年度）の中間評価について

〇ｅモニアンケート結果より（平成２１年度に実施した結果との比較もまじえて）

・ 死にたいと思いつめるほど悩んだことがある人は平成２１年度とほとんど

変わらず約３割で、１０～３０代女性が45％と最も多かった。

・

・ その他の原因を男女別にみると、女性は精神・身体的な病気、いじめ・不登校

・ 死にたいと思いつめるほど悩んだことがある人の相談相手については、

家族、友人をあげる人が多いが、誰にも相談できなかったと回答した人が

最も多かった。これは平成２１年度と同じ結果であった。

・ ゲートキーパーについては約８割が「知らない」と回答している。

・ 市川市が自殺対策に取り組んでいることを知らないと答えた割合は約８割であった。

・ 悩みごとがあったときに相談している割合はどの年代でも男性より女性が多く、

会って話すというのが一番多かった。10～50代の女性は電話よりインターネット

の利用が多かった。

・ これからの自殺対策として大切なものについては「相談窓口のわかりやすさ」

「24時間対応の相談窓口の設置」「うつの専門相談窓口の設置」の順に多く、

次いで「失業対策・雇用の確保」「若い年齢層へのいのちの教育」が多かった。

〇基本施策・重点施策の成果指標から
２０２０年度の現状値を２０２３年度の目標値と照らし合わせて

・ 基本施策の「市民への周知と啓発」「生きることの促進要因への支援」

をはじめ、概ねどの施策も目標値を達成できていた。

・ 基本施策、重点施策に共通して市民向けのゲートキーパー研修の

参加者数については、新型コロナウイルス感染症の影響により

参加者の定員を制限したことから目標値を達成できなかった。

・ 市民アンケートの結果を成果指標としていて、該当する項目については

2020年度についてはｅモニアンケートの結果を指標とし中間評価。

ゲートキーパーや市の自殺対策の認知度については目標を達成できていた。

・ 令和６年度からの次期自殺対策計画策定に向け、市民アンケートを令和5年度に

実施予定。

〇自殺対策、ゲートキーパーについてさらなる周知を行っていく必要がある。

〇職場や家族などにおける人間関係による悩みを相談できる「こころの健康相談」

　 の周知・啓発により一層取り組む必要がある。

〇若い世代の自殺者数の推移については注視していく必要がある。また、それらの

世代への働きかけとして、ＳＮＳを活用した周知・啓発を充実させていく。

成績が多く、男性では精神・身体的な病気、過重労働が多かった。

その原因としては職場、家族などにおける人間関係が男女とも最も多かった



　

自殺者として多い４０歳代～５０歳代の
働く世代については、睡眠や休息が十分に
取れていないことに加え、医療機関や行政の
相談にもつながりにくい。

行政や医療機関に相談する割合が低い。
悩みを抱えている方の身近にいる人が、
SOSをキャッチする必要がある。
⇒ゲートキーパーに関する周知が低い、自殺
が社会的な取り組みで防げることについて理
解が進んでいない。

【取り組むべき課題】

１０歳代～３０歳代の世代は、うつ病や
薬の理解が乏しく、相談を利用することも少
ないため、孤立しやすいのではないか。

１０歳代～３０歳代の女性は、相談を
利用しているにも関わらず、実際に行動に
うつしてしまう割合が高い。
感情的になりやすいことや、周りの環境にも
左右されやすいことが考えられる。

女性への支援
（若い世代～他機関との

協働も必要ではないか）

働く世代への

啓発
睡眠や休息につい

て、生活習慣病予防

も含め啓発

周知啓発の強化
（特に１０歳代～３０歳

代の 若い世代）

ゲートキーパー

研修
多様な研修形態で

市民に向けて行う

取り組み重点施策基本施策
1 自殺対策を支
える人材の育成

2 市民への

周知と啓発

・ゲートキーパー研修の実施

・健康教育にてこころの健康とゲート
キーパーについて周知

・図書館で「こころの健康」に関する
書籍を展示、市役所において懸垂
幕によるPR

・民生委員児童委員協議会にて「こ
ころの健康と睡眠の関係」について
健康教育を実施

・快適睡眠講座の実施

3 若い世代に

関する支援

・こころの健康相談の実施

・重複・頻回受診者に対する保健指導
4 生きることへの

促進要因への支

5 遺された人へ
の支援

6地域における

ネットワークの強化

①壮年・中年・高齢者
に対する自殺対策の

推進

②若い世代に対する

自殺対策の推進

③障がい者に対する

自殺対策の推進

④転入者に対する

自殺対策の推進

⑤妊産婦に対する

自殺対策の推進

・「若者のための相談ガイド」の配布

・「こころの体温計」の啓発

・「相談カード」の配布

・「こころの健康相談」の実施

・厚生労働省におけるSNS等相談窓口に
ついて周知

・ゲートキーパー研修

（市民・職員向け）

・「市川市民のテレホンガイド」の配布

・母子保健相談窓口「アイティ」にて保
健師等が母子健康手帳の交付や相談
を実施

・乳児家庭全戸訪問にて「相談カード」
の配布

・乳児家庭全戸訪問においてEPDS高
得点のハイリスク者へ継続支援の実
施

・母と子の相談室を実施

・こころの健康相談を実施

・自殺対策関係機関連絡会における
情報及び支援体制の共有

・自殺対策庁内連絡会における相互
協力・支援体制の強化

・「生きるを支える相談窓口一覧」の配
布並びに運用管理

・各種統計分析

分析

・未遂者は、女性が多いが、自殺で死亡する割合いが 高
いのは、男性である。

・本市の特徴としては、２０歳代、３０歳代の女性の 未
遂者が多い。

・こころの体温計については、自殺者数増加を加味し、 昨
年度、周知啓発を強化した。その効果もあり、 アクセス数
は確実に増えている。 一方で、こころに不安を抱えてい
る人が増加している とも読み取れる。

・女性は、未遂者が多いが、こころの健康相談等 相談利
用をしている割合やe-モニターアンケート結果からも 読み取
れるように、相談に繋がっている方が男性に比べて多い。

・相談者として、行政に相談する方が少ない。 前回の
e-モニターアンケート結果と比較しても減っている。

・相談については、親しい友人や家族に会って相談 すると
回答している方が多いことから、コロナ禍で 交流が制限され
ることでの影響が懸念される。

・死にたいと思い詰めるほど悩むことがあると７割 が回答し
ている。中でも１０歳代～３０歳代にの女性が、 ４５％
をしめ、未遂者として多い年代とも一致している ため、実際
に行動を起こす前に抑制するための ケアが必要か

・ゲートキーパーの周知が進んでいない

・市川市自殺対策への周知が進んでいない

・１０歳代～３０歳代の若い男性は、若者に自殺者 が
多いことは知っているが、うつ病や薬の知識 については、知
らない人が多い。

・４０歳代～５０歳代の働く世代については、睡眠や 休
息が不足している傾向がみられる。 特に男性では、相
談の利用も少なく、うつ病への 理解はあるものの、この年代
が医療機関や行政 に相談することは、少ない。



 
 

 
 

市川市 e モニターアンケート 
調査結果報告書 

 
 

令和３年度 
市川市自殺対策事業 

 

 



 

市民の声 

 
 市川市における市民の心の健康に関する現状や意識、自殺対策事業の認知度、効果的な自殺対策について把握するため、ｅ‐モニター制度

会員登録者を対象に「こころの健康と自殺対策に関するアンケート」を実施しました。 
 
 

 
調査概要 

 
   １ アンケート名称 
     こころの健康と自殺対策に関するアンケート     
 

２ 調査目的 
     市川市自殺対策事業に関するアンケート。市民の心の健康に関する現状や事業の認知度、ご意向を今後の「いのち支える 

いちかわ自殺対策計画」などの参考にする。  
 
   ３ 調査期間 
     令和３年６月２２日（火）～７月５日（月） 
    
   ４ 回答者数 

約 8,200 名の e モニターアンケート登録者に配信し、1,301 名が回答（回答率 15.8％）    
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